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【(1) 出る杭は打たれる】 

「出る杭は打たれる」とは，周囲よりも目立つ存在や能力の高い人が，他者から嫉妬や反発

を受けて抑えられてしまうことを意味することわざである。この表現には，個人の突出より

も集団の調和を重視する価値観が反映されている。日本社会では，古くから和を重んじる文

化があり，集団の中での均衡や協調が重要視されてきた。そのため，周囲から大きく逸脱し

た行動や過度な自己主張は，必ずしも好意的に受け取られない場合がある。このような背景

から，「出る杭」はしばしば周囲から「打たれる」存在として捉えられてきたと考えられる。 

しかしながら，このことわざは単に個性を否定するものではなく，集団の中でどのように振

る舞うべきかという社会的な知恵を示しているとも解釈できる。すなわち，自分の能力や意

見を主張する際にも，周囲との関係性や状況を考慮する必要があるという教訓である。また，

現代社会においては，グローバル化や多様性の重視に伴い，個性や独創性が評価される場面

も増えており，「出る杭」を積極的に伸ばそうとする考え方も広がっている。このように，

本ことわざは時代や社会状況によって解釈が変化し得るものである。 

私の出身国にも，「高い木ほど風を受けやすい」ということわざがある。これは，目立つ存

在ほど周囲からの影響や批判を受けやすいという意味であり，日本の「出る杭は打たれる」

と非常によく似ている。両者に共通するのは，社会の中で目立つことには一定のリスクが伴

うという認識である。ただし，近年ではそのようなリスクを乗り越えて活躍することがむし

ろ評価される傾向もあり，この点においては両文化とも変化しつつあるといえる。 

 


